
令和６年度 事業報告

１ 概況
公益社団法人千葉県労働基準協会連合会（以下、「連合会」という。）では、行政当局
のご指導の下、地区労働基準協会（以下、「地区協会」という。）、関係機関・団体との
連携・協力をより深め、県内の労働者が安心して安全かつ健康に働ける職場環境の実現を
目指して、働き方改革を推進するための啓発事業をはじめ、安全衛生関係講習等事業、
労働問題相談センター事業、千葉県産業安全衛生会議の運営等を年間事業計画に基づき
積極的に推進している。

２ 令和 6年度における各種事業等の概況
１ 安全衛生関係技能講習、教育等の実施  

年間で 107 回の講習を開催
(1) 千葉労働局長の登録教習機関として労働安全衛生法に基づき主に労働衛生分野
の技能講習及び安全教育を開催。令和６年度は 102 回の講習を開催した。
新型コロナ感染拡大を契機に 80 名に縮小していた技能講習の定員につき一部を
除き 100 名に戻した結果、受講生は 8,387 名を確保した。



(2) 法改正を背景として令和5年度途中に急遽開催した化学物質管理者の講習も6年
度は当初より年間計画に組み入れ 4回開催した。

(3) 令和６年度の技能講習で唯一受講者を 1回 80 名定員としていた酸素欠乏・硫化
水素危険作業主任者講習も7月からは新型コロナ感染拡大前の100名規模に戻して
開催した。   

  (4) 講習等実施状況（表１）
令和 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 5年度 6年度
年間  
開催回数

96 回 94 回 118 回 109 回 113 回 102 回

申込者数 7,078 5,833 8,162 7,409 7,165 8,387

  

２ 労務管理・労働相談センターの開設

名称変更。千葉労働局のHPに掲載
(1) 地区協会の協力の下、地区協会に労務管理・労働相談センターを 8か所開設し、
働き方改革の推進、労働環境の改善など労務管理に係る様々な労働問題について、
専門スタッフによる個別無料相談を実施した。
(2) 労働相談の窓口が多くある中で、他の相談窓口との差別化を図り、企業団体に
よる企業のための相談窓口であることをアピールするために、今年の 1月から名称
を「労働問題相談センター」から「労務管理・労働相談センター」とした。さらに
周知拡大を目指して千葉労働局のホームページの「労働関係相談先一覧」にリンク
を貼っていただいた。



労務管理・労働相談センター（旧労働問題相談センター）の相談件数（表２）
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 6年度

相談件数 279 290 243 201 205 186
開設日数 ― 288 213 177 176 176

    ～略～



      



３ 千葉県産業安全衛生会議の運営
千葉県産業安全衛生大会の開催 千葉労働局合同パトロールの実施
年末年始無災害運動の推進

(1) 連合会の加盟している千葉県産業安全衛生会議は 14 団体で構成されており、千
葉県の産業の健全な発展と勤労者の福祉の向上に寄与することを目的としている。
ア 厚生労働省 千葉労働局   イ 千葉県
ウ 千葉県労働基準協会連合会      エ 建設業労働災害防止協会
オ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会  カ 港湾貨物運送事業労働災害防止協会
キ 日本ボイラ協会         ク 日本クレーン協会
ケ 千葉産業保健総合支援センター    コ 日本労働安全衛生コンサルタント会
サ 建設荷役車両安全技術協会     シ 千葉県経営者協会
ス 千葉県中小企業団体中央会      セ 日本労働組合総連合会
(2) 千葉県産業安全衛生大会
① 令和 6年 10 月 30 日（水)、千葉市民会館にて開催。参加者は 381 名（前年 344
名）。表彰式、特別講演を行うとともに大会宣言を採択した。



(3) 令和 6年度は全国安全週間中の 7月 2日（火）及び年末年始無災害運動
期間直前の 12 月 3 日（火）に千葉労働局との合同パトロールを実施。

                                                



(4) 年末年始無災害運動の推進
  広報用ちらし、ポスターに併せて実施要領を作成して構成員の他、地区協会、

各労働基準監督署とも連携して周知を行った。実施要領は 5,900 部を配布。

  
                   

              



４ 千葉県衛生管理者協議会の運営
例会（研修会）の開催
千葉県衛生管理者協議会は平成 22 年３月の設立。会員数は 222 名。一般的に衛生管
理者が最新の知見や情報を収集できる場は少ないことから、当例会においては常に最
新の情報を提供することを心掛けている。その意味からも毎回、千葉労働局から健康
安全課長に出席していただき講演をお願いしている。
令和６年度は７月 29日（月）と２月 10 日（月）に例会を開催。第 1回例会では「衛
生委員会の活性化」に重点を置き、動画の視聴及び資料配布も行っている。

    

《令和 6年度例会》

第１回 令和 6年 7月 29 日（月）
講演 「労働安全衛生の現状等」について

千葉労働局労働基準部 小菅健康安全課長

動画 「令和時代の衛生委員会有効活用」

  「衛生委員会の疑問をズバッと解決！」

事業説明 千葉産業保健総合支援センター 長峰副所長

    千葉市保健福祉局健康推進課 竹内主任保健師



第 2回 令和 7年 2月 10 日（月）
講演 「労働安全衛生の現状等について」

千葉労働局労働基準部 小菅健康安全課長

講演 「労働者のための転倒予防・腰痛予防のための身体の使い方・身体づくり」

（一社）千葉県理学療法士会 理学療法士 渡辺講師

    事業説明 「健康ちば 21」 千葉県健康福祉部健康づくり支援課



５ 全国労働基準関係団体連合会(全基連)千葉県支部事業の実施
外国人技能実習制度関連講習の共催、一人親方等に対する支援事業の実施

  連合会は「全国労働基準関係団体連合会」の千葉県支部となっているので、全基連
が受託した事業を実施する。令和 6年度の事業は次のとおり。
(1) 外国人技能実習制度関係者養成講習事業
令和６年度は 5 月 14 日（火）から 17 日（金）までの間、監理責任者、技能実習
責任者及び技能実習指導員などの養成講習を実施。受講者は延 39 名。前年度から
10 名の増加となった。
(2) 建設業の一人親方等に対する安全衛生教育支援事業
研修会の開催が主たる内容となるが、令和 6年度は全基連本部が主対応。



６ 中央労働災害防止協会(中災防)との連携
安全衛生相談、研修の共催、無災害記録証の申請

(1) 中小規模事業場安全衛生相談事業
中小規模事業場の安全衛生水準の向上に寄与するため、電話、メール、来所等によ
る安全衛生相談を日常的に実施する。令和6年度は163件の相談件数となっている。
労働安全衛生法上の資格、講習、石綿関連の相談が目立つ。   
(2) 中災防と共催にて以下研修を実施。  
①安全衛生スタッフ向けリスクアセスメント実務研修【７月５日(金)】
②ＫＹＴトレーナー研修会【８月 29 日(木)～30 日(金)、10 月 31 日(木)～11 月 1 日(金)】
③事業場内メンタルヘルス推進担当者養成研修【11 月 19 日(火)～20 日(水)】



(3) 中小企業無災害記録証授与制度   
企業からの申し出に基づき内容を確認のうえ、速やかに中災防へ申請する。
令和 6年度は東洋亜鉛（株）、（株）スノウチ、東京製線（株）、東海工機（株）JFE
事業所、（株）キッツエンジニアリングサービス、（株）富津機工 富津事業所の６事
業場に授与された。

７ 働き方改革の推進
労働法フォーラムの運営、過労死等防止対策推進シンポジウムの開催
(1) 令和６年 10 月 31 日（木）に連合会、千葉県経営者協会、千葉県社会保険労務士
会の三者による「働き方改革推進に係る連携協力に関する協定」に基づき、労働法
フォーラムを開催。参加者は 109 名。
(2) 厚生労働省主催の過労死等防止対策推進シンポジウムを11月 26日（火）に開催。
参加者は 92 名。





８ 各種広報啓発事業
   ホームページの運営、会報「千葉労基連」の発行
ホームページ、会報等の改善を図り広報機能を充実させることを心掛けた。会報「千
葉労基連」では令和 6 年９月号から千葉労働局の行事予定を連載することにより千
葉労働局の活動周知に努めている。また、公布された法改正の周知のみでなく、今、
厚生労働省で何が検討なされているか等、厚生労働省の動きを伝えている。









９ 令和６年度 理事会及び定時総会の開催状況

(1) 理事会

① 第 1回理事会 令和６年４月 17 日(水) オークラ千葉ホテル

② 第 2回理事会 令和６年 5月 13 日(月) オークラ千葉ホテル

③ 第３回理事会 令和６年 11 月 18 日(月) 千葉県経営者会館  

④ 第 4回理事会 令和 7年 3月 24 日（月）千葉県経営者会館

(2) 定時総会    令和６年５月 13 日(月) オークラ千葉ホテル

定時総会 開会前会場内の様子       定時総会 表彰式

千葉労働局長 祝辞   千葉県雇用労働課長 祝辞  千葉労基連会長 あいさつ                     


